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要旨：学習者にとって到達目標を設定することは重要であり、効果的な学習を実現する。本研究

は、英語学習者の言語上達をモデルとして示すことによる動機づけを検証するものである。本研

究の目的を達成するため、英語学習者によるスピーチのビデオ映像とTOEICスコアの変化を示

したスライドの２種類の教育的道具を使用した。参加者はTOEIC準備コースあるいはスピーキ

ングコースを履修している日本人女子短大生56名である。参加者による自由記述回答を英語学習

経験の好感によって２群に分け、テキストマイニングおよび質的分析手法を用いて分析した結果、

大きな相違は見られなかったが、その分析の結果は２種類の教育的道具の効果を裏付けるもので

あった。とりわけビデオ映像は、学生が将来的に達成可能である目標を示すこと、またTOEIC

スコアのスライドは、TOEIC受験の準備に取り組みながら学習者の動機づけを高めることが示

唆された。本研究の結果から、可視的に学習者が達成可能である目標を設定し、そのための課題

に前向きに取り組ませることの重要性が再確認された。

キーワード：ビデオ映像、日本人英語学習者、テキストマイニング、質的分析

Abstract：Setting achievable goals for students makes learning more effective. Our study aims 

to examine how English language learners can be motivated by showing them the 
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improvements in the abilities of their peers. Two tools were used for this purpose: video clips 

of the improvement in peer performance and a visual demonstration of the changes in the 

TOEIC scores. The participants of the study were 56 Japanese college students who were 

either enrolled in the TOEIC preparation courses or the English-speaking courses. The 

responses of the participants to open-ended questions, according to their English learning 

experiences, were analyzed qualitatively and by using text mining techniques. It was 

observed that the difference in motivation between the two groups, the first with positive 

learning experiences and the second with negative experiences, was not large. Further, the 

results endorsed the effectiveness of the tools used. In particular, the video clips enabled 

learners to realize their scope for possible skill improvement, and the visual demonstration 

motivated them to prepare for the TOEIC tests. These results reconfirm that it is essential 

to set achievable goals in a visible manner to keep learners motivated to perform tasks to the 

best of their abilities.

Keywords：video clips, Japanese EFL learners, text mining, qualitative analysis

１．はじめに

　外国語教育研究における学習者の動機づけの解明は、効果的な外国語学習を促進させる要因の

ひとつである。日本人学習者の場合、小学校における外国語活動や中学校・高等学校での英語学

習を振り返ると、６年間以上にわたって英語の勉強に取り組んでいるものの、その学習の成果が

期待されたように発揮できない学習者も少なくない。

　学習者の英語力を測定する方法の一つとして、国内ではしばしばTOEIC（Test of English for 

International Communication）が用いられている。World Wide Report 2017（Educational 

Testing Service, 2018）によると、日本におけるTOEIC公開テストの受験者の平均スコアは517

点であり、同じアジアに位置する韓国（676点）や中国（600点）と比べると大きく下回ってい

る。公開テスト以外に、TOEICでは団体特別受験制度（Institutional Program、以下IPテス

ト）が設けられており、実施団体ごとにTOEICを実施できるように配慮されている。

　国際ビジネスコミュニケーション協会（2018）によると、2017年度の全体受験者の半数以上

はIPテストの受験者であった（ 人）。IPテストの平均スコアは467点（企業・団体では1,289,311
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493点、学校では443点）である一方、公開テストの平均スコアは582点であり、IPテストと比較

すると100点以上もの差がみられる。TOEIC受験者のデータに基づくと、日本人英語学習者の英

語力は、リスニングとリーディングに限定した場合、他のアジア諸国より低く、とくにIPテスト

による受験者の平均点は公開テストの受験者より低いことが明らかである。

　日本人の英語力不足が指摘されているために、文部科学省（2015）は中学校・高等学校におい

て英語力を向上させ、スピーキングとライティングのような発信能力を身に付けさせる必要性が

あると説いている。例えば、スピーキングには発表や対話などが含まれる。筆者らは、発表形式

の一つであるスピーチ力を育成するために、日本人英語学習者によるスピーチのビデオ映像を活

用し、その教育的効果を検証した。その結果、英語学習者をモデルとしたビデオを学習者が視聴

することで、スピーチに対する練習意欲を高めたり、自身のパフォーマンスを調整したりする効

果が示唆された（Okada, Sawaumi, & Ito, 2017, 2018a, 2018b）。このように、英語学習者のビデ

オ映像をモデルとして授業で活用することが、英語力があまり高くない学習者にとっても大きな

励ましとなり、教育的効果を生み出すのではないかと考えている。そこで本研究では、英語学習

者によるビデオ映像やTOEICスコアの推移を学習者に提示することは、英語の授業に対する動

機づけを高めることを検証する。

２．先行研究

２ １　動機づけ

　外国語教育の分野において、過去10年以上にわたり学習者の動機づけ研究に注目が集まるよう

になり、多くの研究者が言語学習の心理的側面への理解に関心を示すようになった（Dornyei & 

Ryan, 2015）。動機づけは、特定の目標を達成するために個人が行動するよう自信をもたせる過

程のことであり、それは言語学習を成功させるためにも不可欠である。動機づけには内発的動機

づけ（intrinsic motivation）と外発的動機づけ（extrinsic motivation）の２種類があげられる。

外国語学習の場面において、前者は学習者の外国文化に対する興味や外国人とのコミュニケー

ションへの意欲などの学習者の内面から発生する一方、後者はテストで高い得点を取ることなど

の評価や報酬から生じるといえる。学習者の動機づけを持続させるには、外発的要因より内発的

要因を追求するほうが効果的であるとの指摘もある。なぜなら、テストで高得点を取るというよ

うに、学習者の目的がいったん達成されると、学習者の動機づけが弱くなるからである（Deci, 

.
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1975）。

　行動に対する動機づけを高めるためには、目標設定が重要な役割を果たす。Locke, Shaw, 

Saari & Latham（1981）の定義によると、目標とは「例えば、特定の標準能力を得るためあるい

は決められた期限内における行動の目的」である。学業や組織などの場面では、個人の課題遂行

能力を向上させるために目標設定が用いられる。達成されなければならない目標は難しすぎず、

易しすぎないものがふさわしいとされている。頑張るだけの目標（do-your-best goals）を設定

するより具体的で明確な目標であるほうが高い課題遂行をもたらすことが示されている（Locke 

& Latham, 2002）。先行研究の結果から、与えられた課題が遂行できる範囲のものであるならば、

期間を設けて難しい目標を設定することは効果的な戦略である可能性もある。とりわけ、外国語

の習得は長期的目標を必要とすることから、短期的な目標を設定することで学習者の自己効力感

を向上させながら強い動機づけに結びつくことが考えられる（Dornyei, 1994, 1998）。

２ ２　英語学習に対する意識

　学習者が英語学習に対して肯定的な意識を持つこと、つまり英語が好きであることは、英語学

習を成功させる要因のひとつである。しかしながら、本来、中学校の段階で身についているはず

の知識が欠如したまま大学生になってしまった学習者が増加していることをふまえ（酒井他、

2010）、昨今では習熟度の低い学習者を対象としたリメディアル教育に関する研究が実施されて

いる。例えば、牧野・平野（2010）は、日本人大学生229名を対象とした質問紙調査を実施し、

英語学習に対する意識や姿勢について検討した。その結果、学生の学習意欲を高めることが、英

語学習に対する意識を高め、結果として授業で積極的に学びたいと考えるようになると示唆して

いる。

　また、英語に苦手意識を持っている大学生48名を対象として携帯電話の動画撮影でスピーチ映

像を撮影し、振り返りを取り入れた授業の効果を検証した研究（牧野、2014）では、自己のパ

フォーマンスのモニタリングが可能となり、学習者の気づきを促すことが示された。さらに筆者

らの研究（Okada, Sawaumi & Ito, 2017, 2018a, 2018b）では、英語学習者によるスピーチ映像を

モデルとして活用し、その教育的効果を検証したところ、モデルの視聴は英語習熟度の高低にか

かわらず、英語学習に対する意識を高めるのに効果的であることが示唆された。

　英語の授業でスピーチを指導する場合、スピーチ映像の視聴は学習者に肯定的な影響を与える

可能性が示されているが、たとえばTOEICなどの英語試験のための指導を実施している場合、

学習者にスピーチ映像を視聴させることは効果があるだろうか。逆に、TOEICスコアの向上を

.
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目指している学習者に対して動機づけを強化するような指導方法が、スピーチ力の向上を目指し

ている学習者にとって効果的であるかはまだ明らかにされていない。そこで本研究では、学習者

の中学・高校における学習経験のあり方を考慮するとともに、スピーキングやTOEIC準備クラス

を受講している学習者にとって効果的だと考えられる手段を用い、学習者の動機づけに与える教

育的効果を検討する。

３．研究方法

３ １　目的

　本研究では、スピーキングやTOEIC準備のための授業における教育的効果の提示によって、

学習者の英語学習に対する動機づけが高まることを明らかにする。第一に、日本人英語学習者の

スピーチ映像を到達すべき目標として示し、学習者の英語スピーチに対する関心を高めることを

確認する。第二に、日本人英語学習者のTOEICスコアがどのように変化したかを理解し、自ら

のTOEIC受験に対する動機づけを高める効果を質的およびテキストマイニングを用いて検証す

る。

３ ２　調査対象者

　埼玉県内の女子短期大学で「TOEIC400」の２クラスからそれぞれ19名と15名、「ビジネスイ

ングリッシュ」の12名、「英語コミュニケーション」の10名の計56名が本研究に参加した。参加

者のほとんどは国際コミュニケーション学科の１年生であり、英語コミュニケーションのクラス

には科目履修生が１名含まれていた。４つのクラスは第一筆者が授業を担当していた。学生は選

択必修科目として上記のクラスを履修していた。１コマ分の授業は80分で、１学期は15週間で

あった。

　TOEIC400（以下、TOEICクラス）は週２回の授業であった。英語プレイスメントテストに

よってクラス分けが実施されており、学生はTOEICテストにおいて400点取得を目指していた。

ビジネスイングリッシュと英語コミュニケーション（以下、スピーキングクラス）は週１回の授

業であり、TOEICクラスとは異なり、プレイスメントテストによるクラス分けは行われていな

かった。したがって、各クラスにおける学生の英語力には個人差が見られた。ビジネスイング

リッシュでは２人以上の学生が短い会話を演じるスキットが２回、英語コミュニケーションでは

.

.
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スピーチが３回予定されていた。

３ ３　研究手順

　本研究は、2018年度春学期の第２回目の授業中に実施された。学生の回答が研究および教育

目的のために使用されることや、本研究への参加が学生の成績に影響を与えないこと、回答の記

入は匿名で実施されるため個人が特定されることはないことを質問紙に明記した。データ収集は、

図１のように実施された。

　まず事前テストでは、学生の学習経験や学習ストラテジー、外国語学習に対する信念について

の測定を実施。次に、日本人英語学習者２名によるスピーチ発表のビデオ映像が学生に提示され、

ビデオ映像を視ている間、事前に配られた用紙にコメントを自由に記入してもらった。コメント

記入後、クラスでビデオについての感想や意見を述べてもらった。

　続いて、TOEICテスト２回分のスコアの変化を示したスライドを示した。そのスライドを見

て、どのように感じたかを配布された用紙に記入してもらった後、クラスで意見や感想を述べて

もらった。最後に事後テストが実施され、学生の外国語学習に対するビリーフがどのように変化

したかを測定した。事前テスト開始から事後テスト終了までの所要時間は約50分であった。

３ ３ １　ビデオ映像

　使用されたビデオは、第一筆者が2017年度春学期および秋学期に担当した授業で撮影された

スピーチ発表であった。ビデオ映像を授業以外で使用するにあたり、学生から同意を求めると、

教育目的での使用に同意した学生は５名であった。ビデオの選定にあたり、海外での居住経験の

ある者や日常的に英語を使用する環境にある者、科目履修生として受講している者を除いた結果、

２名の学生によるビデオ映像を使用することとした。学期ごとにスピーチが２回実施されており、

本研究では、2017年度春学期の１回目と秋学期の２回目の映像が参加者に提示された。スピー

チのトピックは、１回目が「高校時代の思い出」と２回目が「尊敬する日本人」で、各スピーチ

.
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図１　データ収集の手順
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の長さは180-200単語であった。スピーチ映像を使用した目的は、スピーキングクラスを履修し

ている学生のスピーチやスキットなどの発表に対する動機づけを高めることであった。また、

TOEICクラスを履修している学生にとって、日本人学習者による英語スピーチを観察すること

は貴重な学びの機会になると考えられた。

３ ３ ２　スライド

　TOEICクラスでの学習経験が、学生のテストのスコアに影響を及ぼす可能性があることを理

解させるために、以前に同クラスを受講していた学生のスコアをパワーポイントを使って示した

（付録１）。提示されたスコアは、以前に第一筆者が担当していたTOEIC500（500点を目指すク

ラス）の学生（14名）が受験したTOEIC IPテストの結果であった。１回目は６月、２回目は12

月に実施された。

　テストの平均点は１回目329.3点、２回目364.3点であった。スコアが上がった学生９名のうち、

100点以上上がった学生が２名いた。そのうちの１名は145点（285点から430点）、もう１名は

130点（305点から435点）伸びていた。一方で、スコアが減少した学生も５名いた。なかでも、

１回目に高いスコアを得ていた学生などは、２回目のテストではスコアが上昇しなかった。

３ ３ ３　質問紙

　学生の英語学習に対する動機づけを高めるためにビデオ映像とスライドを活用し、その教育的

効果を測定するため質問紙が作成された（付録２）。事前テストには100番台と200番台の項目の

合計28項目、事後テストには200番台と300番台の項目の合計24項目が使用された。

　事前テストは学習者の中学・高校における英語学習の好感（101-106）と学習ストラテジー

（107-110）、英語授業に対する期待度（201-218）に関する項目から構成されていた。100番台の

項目では、107は久保（1997）、108－110は山口（2012）を参考にした。200番台の項目は、207、

209-210、216-218は山口（2012）を参考にした。また、208、213-214は山口（2012）を用いた。

上記以外の100および200番台の項目については独自に作成した。

　一方、事後テストでは事前テストで使用された英語授業に対する期待度に関する項目（201-

218）を再度使用し、ビデオとスライド視聴後の変化が測定できるようにした。加えて、ビデオ

やスライドの視聴による効果（301-306）を確認するための項目が独自に作成した。全ての項目

への回答は「（１）全くそう思わない」から「（５）とてもそう思う」までの５件法で求めた。

　質問紙には自由記述欄が設けられており、ビデオ映像とスライドのそれぞれについて感じたこ

. .
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とや考えたことを自由に記入してもらった。

３ ４　分析方法

　まず、中学・高校における英語学習の好感高・好感低（101-106）の６項目から構成される合計

値に基づいて２群を作成した。これらの項目のα係数は.827であった。各項目は５件法であるこ

とから、平均値が３以下の回答者27名は「英語学習好感高群」、平均値が４以上の回答者29名は

「英語学習好感低群」とした。

　次に、中学・高校における英語学習の好感高・好感低ごとに、学習者ビデオ映像とスライドに

関する自由記述回答の特徴を検討した。事後テストで収集された学生による自由記述回答を可視

化するため、テキストマイニングソフトウェアText Mining Studio （株式会社NTTデータ数理シ

ステム）を用いた。テキストマイニングは自由記述回答などの質的なデータを量的に分析する手

法の一つであり、単語頻度分析や特徴語分析、共起語分析などが可能である（服部、2010）。本

研究では、主に単語頻度分析、特徴語分析を実施した。

　なお、事前テストおよび事後テストで学生が回答した統計的データの分析結果および考察に関

しては、別稿（Okada, Sawaumi & Ito, in press）で報告する。

４．結果

　研究参加者が記入したスピーチ発表のビデオおよびTOEICスコアのスライドに対するコメン

トをテキストデータとし、その基本統計量を表１に示す。参加者の合計が56名であり、自由記述

回答の質問がビデオ映像に関するコメントとTOEICスコアに関するコメントの２種類に分けら

れていたことから、１つの質問に対するコメントのまとまりが終了するまでが１行となっている。

その結果112行のコメントのまとまりが見られたことになる。平均行長（文字数）は92.1文字で

あり、１つのコメントの平均文字数を示している。テキスト全体における延べ単語数は2156で

あり、単語種別数は631であった。１文における平均文字数は38.2であった。

 

.
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４ １　単語頻度分析結果

　ビデオ映像に関する自由回答記述で使用された単語について、名詞・動詞・形容詞上位15件を

表２に示す。

.
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値項目
112総行数
92.1平均行長（文字数）
270総文数
38.2平均文長（文字数）
2156延べ語数
631異なり語数

表１　テキスト全体の基本統計量

全体頻度好感低群好感高群品詞単語
623626動詞思う
341717名詞英語
231211名詞２回目
21138名詞スピーチ
21129動詞感じる
20713動詞話す
18108名詞１回目
1697名詞自信
1459動詞見る
1486名詞自分
1477形容詞　良い
13103名詞授業
1367名詞人
1266動詞話す+できる
1165名詞声

表２　ビデオ映像に関するコメントの単語頻度上位15件
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　まず名詞に着目すると、「英語」「スピーチ」「２回目」「１回目」が上位に位置していること

がわかる。続いて「自信」「自分」「人」といった対人関係を表す語も上位15位件内にみられてい

た。次に動詞に着目すると、「思う」が頻度として圧倒的に多いが、「感じる」「見る」なども

あり、「話す」「話す＋できる」といった単語も出現していた。形容詞については、「良い」が

上位にみられ、形容詞には使用頻度が高い単語があまり含まれていないことがわかる。

　表３は、TOEICスライドに関する自由記述回答に出現した単語について、ビデオ映像と同様

に名詞・動詞・形容詞上位15件に着目した。まず名詞に着目すると、「人」「点数」「自分」「勉

強」「TOEIC」「授業」「英語」といった単語が上位15件にみられていた。とくに「授業」「英

語」については好感高群より好感低群のほうが多く使用していたことがわかる。英語テストに関

連する「点数」「TOEIC」「スコア」といった語も出現していた。動詞に着目すると、「思う」

が圧倒的に多く、続いて「下がる」「上がる」といった得点に関連した語も上位にあげられてい

た。形容詞については、「良い」「高い」というような評価を示す語が上位にみられている。

全体頻度好感低群好感高群品詞単語
603228名詞人
542628動詞思う
441925名詞点数
261511動詞下がる
26917名詞自分
221210動詞上がる
18810名詞勉強
1789動詞頑張る
16610形容詞　良い
1596名詞ＴＯＥＩＣ
15105名詞授業
1486形容詞　高い
1367動詞いる
13112名詞英語
1248名詞スコア

表３　TOEICスライドに関するコメントの単語頻度上位15件
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４ ２　特徴語分析結果

　表４と５では、ビデオ映像に対する自由記述回答を英語学習に対する好感別に特徴的な名詞・

動詞・形容詞の上位５件を示した。属性頻度は好感高群あるいは好感低群のみに出現した頻度、

全体頻度は両群に出現した頻度を示す。好感高群で特徴的に出現した語では、動詞の「頑張る＋

したい」「わかる」と、名詞の「緊張」「勉強」「発音」であった。以下のコメントから、１回目

と２回目のビデオ映像の比較による自分の変化に対する期待や発表者への憧れが示されている。

・勉強したら人は変われるということを改めて感じました。自分なりに勉強して工夫して、

before、Afterであんなに差をつけられるんだとわかりました。自分も頑張りたい。

（TOEIC400-2受講生、好感高群）

・最初は目線がキョロキョロしていたり、手が動いていたりと緊張していることが伝わってき

ました。ですが最後はしっかりとまとまっていてカッコよかったです。（英語コミュニケー

ション受講生、好感高群）

　好感低群では動詞の「学ぶ」「頑張る」「思う」や名詞の「授業」「発表」といった語が特徴語

として抽出されている。フィッシャーの直接確率検定（Fisher’s exact test）を実施したところ、

.
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x 2値全体頻度属性頻度品詞単語
0.9344動詞頑張る+したい
0.9344名詞緊張
0.8733動詞　わかる
0.8733名詞勉強
0.8486名詞発音

表４　好感高群の特徴語

x 2値全体頻度属性頻度品詞単語
0.97119名詞授業
0.8833動詞学ぶ
0.8833動詞　頑張る
0.8833名詞発表
0.843822動詞思う

表５　好感低群の特徴語
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名詞の「授業」は有意に特徴的で出現していることが示された。また、全体的にビデオ映像に対

するネガティブなコメントは見られず、発表者の１回目と２回目の比較、あるいは発表者と学生

自身についての比較が述べられていた。

・どちらの先輩も、１回目は表情が暗かったり、声のトーンが低かったのに対し、２回目は表

情も明るくなり、声のトーンも良くなっていた。授業を受け、さらに自信がついた結果なの

ではないかと思いました。（TOEIC400-1受講生、好感低群）

・長い時間英語でスピーチするなんて今の私じゃ絶対無理と思っていたけど、授業を受けてい

れば自然に身について、最後の授業では自信を持ってスピーチができるのかなと思いました。

（TOEIC400-1受講生、好感低群）

　表６と７は、TOEICスコアのスライドに対する自由記述回答を好感別に特徴的な名詞・動詞・

形容詞の上位５件を示している。好感高群で特徴的に出現した動詞は願望や要望を示す「やる」

「頑張る＋したい」「変わる」、名詞は「必要」「モチベーション」といった語であった。なかで

も、「やる」という語は有意に特徴的に出現していることが示された。

x 2値全体頻度属性頻度品詞単語
0.9966動詞やる
0.9476動詞頑張る+したい
0.9444名詞必要
0.9444動詞変わる　
0.8833名詞モチベーション

表６　好感高群の特徴語

x 2値全体頻度属性頻度品詞単語
0.9755名詞苦手
0.94108名詞英語
0.9444形容詞　多い
0.8733動詞言う
0.8733名詞授業以外

表７　好感低群の特徴語
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・やる人とやらない人の差がすごそうだし、上がるように努力したいと思った。（TOEIC-１

受講生、好感高群）

・プラスアルファすることだけで、やるかやらないかだけで、気持ちだけでこんなにも、か

わってくるんだとわかった。（ビジネスイングリッシュ受講生、好感高群）

　一方、好感低群で特徴的な語は名詞の「苦手」「英語」「授業以外」、動詞の「言う」、形容詞の

「多い」であった。なかでも「苦手」という語は有意に特徴的な語として抽出された。英語に対

する苦手意識を克服したいという意思が、以下のコメントから推測できる。

・スコア変化を見たことで、「ここで学べば今度こそ苦手を克服し、英語が好きになれるので

はないか」と思えてきて、少し、英語を学ぶ事に前向きになれました。（TOEIC-１受講生、

好感低群）

・私は英語が苦手なのでTOEICスコアの変化を見て私でも英語ができるようになるのかなと期

待の気持ちが高くなりました。（ビジネスイングリッシュ受講生、好感低群）

・自分は英語が苦手ですが、半年間でこんなにも点数を伸ばすことができるのなら、空き時間

や家でも一生懸命勉強したいと思った。（英語コミュニケーション受講生、好感低群）

５．考察

　英語スピーチのビデオ映像やTOEICスコアのスライドを用いて、学習者の英語学習に対する

動機づけが高まることを、英語学習に対する好感別に検証した。まず、表２の単語頻度分析の結

果から、授業における学習の効果をビデオを使って学習者が可視的に確認することは、好感高群

だけでなく好感低群にとっても効果的であることが示唆される。なかでも「自分」「人」という

ような対人関係を示す語が使用されていることから、自分と発表者、あるいは２人の発表者の発

表能力を比較し、学習者個人の基準を用いた評価が行われていると考えられる。

　このようにビデオ映像を活用することは、個人における異なる２点における行動を比べる継時

的比較１や、自分と他者の行動を比較する社会的比較２が可能となり、これらの比較をすること

で学習者が英語学習について、これまで失ってきた自信を取り戻している可能性が考えられる。

英語授業における学習者のビデオ映像をスピーチのモデルとして使用した研究（Okada et al., 

－107－
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2014）では、学習者とモデルの英語力の差が大きい場合、学習者のスピーチに対する動機づけ

が低くなることが示された。本研究ではビデオの視聴によって学習者に向上性の圧力３が加わっ

た結果、学習者はビデオ映像に対して前向きに捉えることができたと考えられる。

　ビデオ映像の評価は主観的な判断に委ねられることから、学習者によっては「ビデオ映像の発

表者を比較したが、あまり変化が見られない」との記述も見られた。しかしながら、先行研究

（岡田、2016）で提案されているように、本研究の結果は、ビデオ映像の活用が学習者の英語

学習に対する肯定的な態度を引き出す可能性を示唆した。

　表４と５に示された特徴語分析の結果から、好感低群において「授業」が有意に出現していた

ことから、この群に対して授業の重要性を意識させるきっかけを与えたのではないかと推測され

る。中学・高校での英語授業を楽しいと感じてこなかった学習者にとって、短大で再び英語の授

業を受けなければならないことは苦痛なことである。しかし、実際の授業ではないが、授業の一

場面である発表の様子をビデオ映像で確認することが、学習者の授業に対する期待を高める結果

になったと考えられる。

　TOEICスコアのスライドを用いた英語学習に対する動機づけに関して、好感高群と好感低群

ともに、スコアの高低に学生の関心が集まっている。これは、TOEICテストが合否ではなく、

得点で判断されるという特性から当然のことと言えるだろう。表６と７では好感高群の「やる」

と好感低群の「苦手」が有意に使用されていた。好感高群の「やる」や「頑張る＋したい」から

みると英語学習に対する抽象的な考えや願望があげられる。一方、好感低群の「苦手」や「英

語」から検討すると、学習者にとって英語学習とは、英語力向上という長期的な目標ではなく、

授業という短期的な目標を達成するためのものだと考えられる。TOEICスコアのスライドの活

用は、学習者の英語力も努力次第で向上するという希望を与えるかもしれない。

６．結論

　本稿では、学習者と同じ日本人英語学習者のビデオ映像やTOEICスコアのスライドを提示し、

学習者の短大における英語授業に対する動機づけを高める検証を実施した。自由記述のテキスト

マイニングおよび質的分析の結果、両群の学習者の自由記述内容には大きな差は見られなかった

が、ビデオ映像やスライドを活用すると、両群の学習者が英語学習に対する積極的な姿勢の確立

につながることが示唆された。好感低群の学習者がビデオやスライドを通して授業の中でどのよ
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うに変化できるかを事前に理解しておくことは重要だろう。本研究ではTOEICクラスとスピー

キングクラスの学習者に対し、英語授業での学習に対する動機づけを高めることを目的としたが、

他の授業においても授業のガイダンス等を利用して、このような動機づけをしておくことは重要

であり、学習者が授業のなかで目指すべき目標を明確に知らせることは必要だろう。

　本研究の結果から、英語学習への苦手意識を強く持っている学習者に対して、過去の学習者の

スピーチビデオやTOEICスコアの変化を提示することは、英語授業だけでなく、英語学習その

ものに対する興味を抱かせることも可能であることがわかった。昨今では、グローバル化された

社会で活躍できる人材の育成が急務となっている。日本の高等教育機関でも、国内だけでなく海

外でも自分の意見をはっきりと述べることができ、他者の文化を尊重できるような人材を輩出す

ることが求められている。TOEICテストは、受験者のリスニングとリーティング能力を示す指

標の一つに過ぎないが、その結果によっては動機づけを高めたり弱めたりする効果を持っている

ことも考えられる。本研究では一時的ではあるものの、学習者の英語授業に対する前向きな動機

づけができたが、今後の課題として、英語への苦手意識が強い学習者に対する持続可能な動機づ

けを検証したい。
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注
１　このように過去あるいは将来の自己と現在の自己との比較を継時的比較という。Albert（1977） 
を参照。

２　自分の能力などを他者とのそれと比較することを社会的比較という。Festinger（1954）を参照。

３　自分より能力の優れた他者との比較が行われた場合、自分が優位に立ちたいという傾向が生じる。
この向上性の圧力と動機づけが連動することが示されている（Wheeler, 1966）。
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付録１　TOEICスコアのスライド
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付録２　質問紙に使用された項目

101 中学のとき、英語の授業は楽しかった

102 中学のとき、英語が得意だった

103 中学のとき、英語が好きだった

104 高校のとき、英語の授業は楽しかった

105 高校のとき、英語が得意だった

106 高校のとき、英語が好きだった

107 これからの時代、英語ができたほうがよい

108 英語がわからないとき、まず自分でいろいろ試してから他の学生や先生に質問するこ

とにしている

109 英語が得意な学生と同じ勉強方法を試してみる

110 先生や英語が得意な学生に勉強方法を教わる

201 短大のこの英語授業を楽しみにしている

202 短大のこの英語授業では多くのことを学びたい

203 短大のこの英語授業で将来使えるような英語のスキルを身につけたい

204 短大のこの英語授業では、学生同士で学ぶ雰囲気があった方がよい

205 短大のこの英語授業は、自分の成長に役立つ

206 英語でスピーチができると格好いい

207 英語を勉強することは楽しい

208 英語を勉強することで、言葉に対する知識や技能を深められる

209 英語の勉強方法を自分で工夫することは重要である

210 英語の勉強方法を工夫することで、英語力が身につく

211 英語で話すとき、間違えても気にならない

212 英語で話すとき、満足感を覚える

213 英語を勉強すると充実感を抱く

214 英語を勉強すると、現在の生活場面で役に立つ

215 他の学生よりも自分の英語力が高く評価されてほしい

216 他の学生よりも自分の英語力を低く評価されたくない

217 同じ範囲の英語の勉強を繰り返すと、いつの間にかそれが身につく
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218 計画的にコツコツ英語を勉強すれば、いつかその努力の成果が得られる

301 英語スピーチのときには、アイコンタクトや姿勢にも気を付けたほうがよい

302 英語スピーチのときには、英語のリズムやイントネーションにも気をつけたほうがよ

い

303 ２回目のスピーチのほうが英語が上手になっていた

304 短大のこの英語授業で他の学生がどのように成長したか知ることは重要である

305 ２回目のスピーチのほうが自信をもってリラックスしていたように見えた

306 TOEICなどの英語資格の取得に意欲がわいた
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